
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じさ
せず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。

No.8

音お
ん

訳や
く

サ
ー
ク
ル
か
わ
せ
み

活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

２
名

９
名

11
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

40
歳
代
〜
75
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
６
３
―
２
２
０
５

活
動

日
時

毎
月
第
３
金
曜
日　

例
会
、

勉
強
会

毎
月
１
回
音
訳
校
正
チ
ェ
ッ

ク
、
編
集
作
業
等

活
動
内
容

広
報
す
か
が
わ
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
他
、
研
修
参
加
、
利
用
者
交

流
会
等

会
費

年
会
費
２
，
０
０
０
円

〈
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
？
〉

　

音
訳
サ
ー
ク
ル
か
わ
せ
み
は
、
平
成

16
年
に
須
賀
川
市
社
協
主
催
の
「
音
訳

入
門
講
習
会
」
修
了
生
有
志
で
立
ち
上

げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。
音
訳
と

は
、
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
書
籍
や

広
報
誌
な
ど
の
内
容
を
〝
音
声
に
し
て

伝
え
る
〟
こ
と
。
録
音
さ
れ
た
図
書
は

視
覚
障
が
い
者
が
情
報
を
得
る
た
め
に

利
用
す
る
の
で
、
朗
読
と
違
い
、
内
容

が
正
し
く
伝
わ
る
こ
と
を
優
先
し
、
書

い
て
あ
る
こ
と
を
書
い
て
あ
る
通
り
に

読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

白し
ら

河か
わ

民み
ん

謡よ
う

馬ば
く

喰ろ
う

節ぶ
し

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

活
動
エ
リ
ア

県
南
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

１
名

９
名

10
名

市

町

村

白
河
市

年
齢

構
成

60
代
～
80
代

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
８
０
―
５
２
２
６
―
８
８
８
５

活
動

日
時

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

例
会
（
白
河
中
央
公
民
館
）

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等

不
定
期
活
動

活
動
内
容

白
河
馬
喰
節
の
伝
統
文
化
保
存
伝
承

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

会
費

月
会
費
１
，
５
０
０
円

〈
白
河
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
〉

　

白
河
民
謡
馬
喰
節
保
存
会
は
、
白
河

に
伝
わ
る
「
馬
喰
節
」
と
い
う
民
謡
と

踊
り
を
保
存
、
継
承
す
る
活
動
に
昭
和

38
年
か
ら
取
組
ん
で
い
る
。
藩
政
時
代

か
ら
馬
で
有
名
な
奥
州
最
南
端
の
市
場

と
し
て
全
国
に
名
を
は
せ
た
「
白
河
馬

市
」
だ
が
、
農
耕
馬
の
減
少
と
と
も
に

昭
和
38
年
９
月
に
終
了
し
た
。
こ
れ
を

機
に
歴
史
あ
る
馬
市
と
馬
喰
節
の
文
化

保
存
を
志
し
た
有
志
に
よ
り
会
が
発

足
。
現
在
は
、
歳
時
・
観
光
イ
ベ
ン
ト

や
福
祉
施
設
で
の
慰
問
活
動
な
ど
で
馬

喰
節
の
唄
と
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
。

〈
文
化
継
承
に
臨
む
使
命
感
〉

　

馬
喰
節
と
は
、
関
東
の
馬
の
仲
買
商
人

が
仔
馬
を
連
れ
て
帰
る
と
き
、
な
だ
め
る

た
め
仔
馬
を
ひ
き
な
が
ら
唄
っ
た
民
謡

の
こ
と
。
後
に
唄
に
合
わ
せ
踊
り
も
振
付

け
ら
れ
、
当
時
の
馬
を
引
く
動
き
な
ど
も

踊
り
の
中
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

唄
と
踊
り
の
指
導
も
行
う
現
会
長
の

鈴す
ず

木き

光て
る

子こ

氏
は
「
長
年
唄
わ
れ
て
き
た

白
河
馬
喰
節
と
い
う
文
化
を
後
世
に
も

継
承
す
る
こ
と
が
使
命
で
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
た
。

　

入
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
会
長
ま
で
。

〈
音
訳
技
術
の
向
上
、
保
持
の
努
力
〉

　

会
で
は
須
賀
川
市
社
協
広
報
誌
「
社

協
だ
よ
り
」
や
須
賀
川
市
広
報
誌
「
広

報
す
か
が
わ
」、
選
挙
公
報
な
ど
を
中

心
に
音
訳
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
か

ら
の
音
訳
依
頼
も
随
時
引
き
受
け
て
い

る
。
毎
月
勉
強
会
を
開
き
、
会
員
同
士

で
音
訳
の
合
評
を
し
た
り
、
研
修
会
に

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
会
員
の
音
訳
技

術
向
上
、
保
持
の
努
力
も
欠
か
さ
な
い
。

　

現
代
表
の
山や

ま

田だ　

勇
い
さ
む

氏
は
「
私
た
ち

の
活
動
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
よ

り
多
く
の
視
覚
障
が
い
者
に
音
訳
広
報

等
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

今
回
お
話
を
伺
っ
た

代
表
の
山や

ま

田だ　

勇
い
さ
む

氏
。

例会では、音訳した広報誌の読み
方復習や、様々な資料の読み方合
評会を行っている。積極的に意見
交換され、熱心な様子が伝わる。

自宅でマイクを使いパソコンに
音声を収録後、データを持ち寄
り、校正確認や編集作業を行
う。録音図書はCD化されるが、
テープ収録の場合もある。

白河市の伝統文化である馬喰節の保存
と後世へ伝えることを使命とし、様々
な歳時・観光イベントや慰問先で馬喰
節の唄と踊りを披露している。

今回お話を伺った皆さん。馬喰節の唄、
踊りの指導に当たるのは会長の鈴

すず

木
き

光
てる

子
こ

氏。（写真前列右側）

馬喰節の唄に合
わせ、木製の小道
具で馬の歩行の
音も再現し、リズ
ミカルにその音
を刻む。



活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

３
名

20
名

23
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

50
代
～
70
代

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
９
４
―
８
３
６
６

℡
０
９
０
―
４
０
４
０
―
７
８
７
４

活
動

日
時
毎
週
木
曜
日　

例
会
：
10
時
～
12
時

（
毎
月
第
４
木
曜
日
は
昼
食
持
参
で

15
時
ま
で
）
各
種
研
修
会
参
加
等

活
動
内
容

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

会
費

月
会
費
５
０
０
円

Ｆ
Ｄ
Ｃ
舞
夢（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
ま
い
む
）

〈
世
界
各
国
の
民
俗
舞
踊
〉

　

Ｆ
Ｄ
Ｃ
舞
夢
（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
ま
い
む
）
は
、
平
成
19
年
７
月
に

須
賀
川
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
の
昼

の
部
講
座
と
し
て
独
立
発
足
し
、
今
年

で
９
年
を
迎
え
る
。
日
本
に
お
い
て
踊

ら
れ
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
欧
米
の
も

の
が
多
い
が
、
１
４
０
０
曲
以
上
あ
る

会
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
は
、
ト
ル
コ
や

イ
ス
ラ
エ
ル
等
の
中
近
東
ア
ジ
ア
の
曲

も
あ
る
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
新
曲
研
修

会
に
は
参
加
で
き
る
人
が
受
講
し
、
会

に
持
ち
帰
り
指
導
す
る
他
、
練
習
曲
の

選
曲
や
曲
の
準
備
ま
で
会
員
自
ら
が
主

体
的
に
活
動
し
て
い
る
。

〈
皆
と
得
ら
れ
る
一
体
感
〉

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
や
、
ダ
ン
ス

を
１
曲
踊
り
切
る
達
成
感
だ
け
で
な

く
、
み
ん
な
が
同
じ
ダ
ン
ス
を
楽
し
く

踊
る
こ
と
で
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
、
仲

間
作
り
に
つ
な
が
る
こ
と
も
魅
力
だ
と

い
う
。

　

会
長
の
薄う

す

井い

美み

恵え

子こ

氏
は
「
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
６
月

に
初
心
者
講
習
会
を
開
催
予
定
。
受

講
、
入
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
会
長

ま
で
。

シニア団体活動支援事業の登録団体を募集しております ―いきいきと活躍するシニアサークル・団体の登録をお待ちしております―
●活動紹介してみませんか？
　　いきいきと活動している県内のサークルや団体の活動状況を
本会ウェブサイトや本チラシでご紹介します。
●対象となるのは？
　　シニア世代が中心となって活動されているサークル・団体様
（年齢構成、活動内容、法人格の有無は問いません）

●参加方法は？
　　この事業は登録制で、登録は無料です。年度途中からの参加も可能です。
登録のご案内やご不明な点がある場合は、本会に直接お問合せ下さい。
●発行元・問合せ先　福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階
　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

活
動
エ
リ
ア

県
北
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

10
名

０
名

10
名

市

町

村

福
島
市

年
齢

構
成

64
歳
～
90
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
―
５
５
７
―
６
７
５
４

活
動

日
時

毎
週
金
曜
日

例
会
：
13
時
～
16
時

年
２
回
（
９
月
・
２
月
）
許
證

伝
達
式
と
発
表
会
、
そ
の
他

各
種
大
会
、
研
修
会
等

活
動
内
容
（
公
社
）日
本
詩
吟
学
院
認
可
福
島
岳
風
会

信
達
支
部
所
属
岳
風
流
統
詩
吟

会
費

月
会
費
１
，
５
０
０
円

松し
ょ
う

徳と
く

詩し

吟ぎ
ん

ク
ラ
ブ

〈
上
達
を
目
指
し
て
〉

　

松
徳
詩
吟
ク
ラ
ブ
は
、
福
島
市
で
活

動
し
て
い
る
詩
吟
ク
ラ
ブ
で
今
年
で
25

周
年
を
迎
え
る
。
岳
風
会
に
所
属
し
、

毎
年
２
月
と
９
月
に
昇
段
試
験
に
合
格

し
た
会
員
へ
認
定
証
を
授
与
す
る
「
許き

ょ

證し
ょ
う

伝で
ん

達た
つ

式し
き

」
を
行
い
、
そ
の
後
サ
ー
ク

ル
内
で
発
表
会
を
開
催
し
て
い
る
。
仲

間
内
と
は
い
え
人
前
で
独
吟
す
る
こ
と

で
、
度
胸
を
つ
け
舞
台
慣
れ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
年
２
回
開
催
さ

れ
る
岳
風
会
主
催
の
吟
道
大
会
に
向
け

た
訓
練
に
も
な
っ
て
い
る
。

〈
詩
吟
の
楽
し
さ
と
は
〉

　

詩
吟
は
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
に
伝
統

的
な
節
を
つ
け
詠
う
も
の
だ
が
、
精
神

と
健
康
の
維
持
に
役
立
ち
、
教
養
が
つ

く
。
独
特
の
発
声
法
が
腹
式
呼
吸
で
健

康
に
良
く
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

う
え
、
漢
詩
や
和
歌
に
親
し
む
機
会
が

で
き
、
歴
史
上
の
出
来
事
や
人
物
に
も

興
味
が
広
が
る
と
い
う
。

　

現
会
長
の
長は

谷せ

川が
わ

良り
ょ
う

岳が
く

氏
は
「
詩

吟
の
良
さ
を
広
め
、
会
員
を
増
や
し
、

会
の
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。
入
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

会
長
ま
で
。

この日は定期練習で、休憩をはさみ
ながら14曲を踊りこんだ。初心者で
も簡単に踊れる曲から難しい曲まで
振付は様々だという。

この日は（公社）日本詩吟学院岳風会
による吟詠技量審査に合格した会員に
贈られる段伝位等の許證（認定証）伝
達式が行われた。

伝達式後開催された詩吟発表会は、
仲間同士で行うもので、外部大会
出場に向けた訓練にもなっている。

今回お話を伺った皆さん。詩吟の
指導に当たるのは師範の服

はっ

部
とり

朗
ろう

岳
がく

氏。（写真前列左から２番目）

会
長
の
薄う

す

井い

美み

恵え

子こ

氏
（
写
真

中
央
）
と
今
回
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
の
指
導
に
当
た
っ
た
土
井
み

よ
氏
（
写
真
左
）、
事
務
局
長

の
河か

わ

野の

百ゆ

合り

子こ

氏
。（
写
真
右
）

公益社団法人フォークダンス連盟の研修
を受けた会員が新曲の振付指導に当たる。
研修は、参加できる会員が受講するため、
曲によって指導する会員が異なる。


